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１．研究実績の概要

1. 双曲型方程式系を組織的に扱える加藤理論の枠組みの拡張
田中は, 赤木氏との共同研究により, 変動指数の空間に応用可能な二重非線形方程式の初期値問題の可解性に関
する成果を得た. また, 距離に似た汎関数により表現される消散条件下における非自励系発展方程式に関する
適切性定理の確立（印刷中）により, 加藤理論の枠組みの拡張を目指した. 　

2. 非線形境界条件を伴った抽象準線形発展問題に対する可解性定理の拡張
松本は, 岡裕和氏, 田中氏と共に準線形作用素に対する一般化安定性条件の下で可解性定理の証明を進めている.

3. 臨界点理論の拡張とその楕円型方程式への応用
足達は, Sobolev 臨界型の半線形楕円型方程式に対する基底状態解の存在について，Brezis-Nirenberg 型のエ
ネルギー評価を詳細に行うことで，特に 3 次元および 4 次元の場合において従来よりも広いクラスの非線形
項に対して，基底状態解の存在を示した. この結果は論文にまとめ現在投稿中である. また，この結果を準線
形楕円型方程式の可解性へ応用することを目指した.

4. 異なる密度の流体からなる２つの層の境界面の数学的な観点からの解析
赤堀は, Intermediate long wave方程式 (ILW)とその包絡波の方程式である Intermediate nonlinear Schrödinger
方程式 (INLS) の多重ソリトンについて研究した. 特に, INLS のソリトンは空間遠方で減衰しないダークソリ
トンと呼ばれるもので, その時間大域的な挙動は明らかではなかったが, ダーク 1-ソリトンと呼ばれる単純な
表示を持つ解を用いて漸近挙動が記述できることを明らかにした. この結果は, 論文にまとめ投稿し, 現在査読
中である.

5. 端点最大正則性理論の流体の曲がった領域での自由境界問題への応用
清水は, 小川卓克氏（早稲田大学）と共同で初期境界が平らではなくグラフで与えられているときの, 非圧縮性
Navier–Stokes方程式で記述される流体の自由境界問題の適切性について考察した. 初期境界そのものではな
く初期境界の微分と初期境界の遠方が小さいときに, 小さな初期流速の自由境界問題の解が時間大域的に適切
であることをスケール不変な関数空間で得ることができた.

6. Fast Diffusion 方程式の解の漸近形への収束レートの定量的解析
赤木は, 前川泰則氏 (京都大学) と共同で Fast Diffusion 方程式の動的な線形化法を開発し, 符号変化する初期
データに対しても漸近形への収束レートを特定するに至っており, 最小エネルギーに対応する漸近形に限って
は収束レートの最適性も得られていたが, さらにその最適な収束レートよりも速く収束するような初期値の構
成にも成功した. ここでも前年度までに得られていた動的な線形化法に基づく定量的勾配不等式が重要な役割
を果たす他, Fast Diffusion 方程式の漸近形に対する安定性解析の理論も応用されている.
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